
先代が守り抜いた
180年の歴史を受け継ぐ

熊谷長栄堂

天保8年（1837年）創業の老舗、
商品は「東雲羊羹」のみ。
設備を改め、再スタート。

羊羹一筋、180年近く
　米代川に架かる能代橋のたもと、かつて東雲（しのの
め）村と呼ばれた地域に菓子店、「熊谷長栄堂」はある。北
前船が停泊した際、乗船していた京都の和菓子職人から
伝えられた製法をもとに、羊羹一筋180年近くの歴史を刻む。
　材料は、北海道産の小豆と、三重産と千葉産の天草。
これを砂糖とともに銅鍋に入れて煮溶かし、じっくり練っ
て煮詰めていく。餡の表面の泡の大きさや鍋から聞こえ
る音を頼りに仕上がりを見極め、包装用の袋に流し入れ
る。シンプルゆえに「難しい」と現店主・鈴木博さんが話
す羊羹作り。長年に亘り、多くの地元の方々をはじめ、能
代出身の遠方の方々にもこの味に親しむファンは多く、
名実ともに能代銘菓として知られている。

地元の声で製造再開
　おととし、その羊羹の製造を一時中止した。長年店を
守ってきた7代目店主の熊谷健さん（享年84）が7月に亡
くなり、約半年間にわたり店を閉めた。
　健さんが体調を崩した12年ほど前、兄を心配して帰郷
した弟の鈴木博さん、鈴木保さんが店を手伝ってきた。
「あくまでも私たちはサポート役。兄は体調が万全では
ない中、亡くなる直前まで店に来て練り上がり具合を
チェックしていた。まさか急に亡くなるとは思わず、兄が

抜けた穴は大きかった」と博さんはしみじみ話す。しかも
餡を練り上げる機械は80年以上使い込んでいて老朽化
していた。設備のことや、弟とはいえ博さん80歳、保さん
78歳という年齢もあり、「簡単に店を継いで再開とは思
えず、正直、これ以上は難しいと考えていた」。
　その時、耳に届いたのが「止めないで」「伝統の火を
消さないで」というたくさんの地元の人たちの声だった。
「東雲羊羹のファンがこんなにもいるんだなと涙が止ま
らなかった。地元の方々には本当に感謝している」と目
を潤ませる。

地域の支えで味を守る
　「これは兄が残してくれた功績」と意を決して店を継
いだ。再開を前に、当センターの設備貸与制度を利用し、
餡を練る機械を入れ替え。さらに包装の袋に羊羹を流し
込む充填機も導入した。「機械を一新したことで作業が
楽になった。これまでは機械のトラブルのたびに作業が
止まって苦労していたから」
　店のスタッフは近所の人が多く、「“一族が店を継ぐ”と
いうより、地域のみんなでこの味を守ろうと頑張ってくれ
ている」。今は周囲の支えが大きな力になっている。「兄
以上のものを作らないと笑い者になってしまう。みんな
で力を合わせて頑張りたい」と抱負を語る。

熊谷長栄堂

新米オーナーながら、もうすぐ１年を

迎える佐藤明子さん。

イベント情報は、チラシ、ブログ（※右記URL参

照）、フェイスブックで発信している。

かぎしっぽの目印は、入り口脇の猫のシルエット

マーク。

「絵本」と「猫」がテーマの店
　秋田市を流れる旭川沿いに「ねこ絵本とねこ雑貨の
店 かぎしっぽ」がオープンしたのは昨年4月。店は一見、
住宅街に建つ普通の民家。注意して見ると壁に猫のシル
エットの飾りがある。店内は、民家の一部屋を改装した
もの。猫に関連した絵本や雑貨、猫用のおもちゃが所狭
しと並んでいる。
　オーナーの佐藤明子さんは新潟県出身で、秋田市は
ご主人の故郷。夫婦と猫1匹（花子・15歳）で埼玉県か
らAターン。佐藤さんは大の絵本好きで、最初は絵本の
専門店を開こうと考えていた。だが、「絵本も好きだし、
猫も好き。だったら両方を兼ねた店をつくろう」と、当店
を開いた。

“よろず”から、方向性が見えてきた
　起業も経営も初めての経験だった。なんとか開店へと
こぎつけたものの、「オープンしてからが大変だった。ず
ぶの素人から店を始めたため、経営について漠然とした
不安があった」
　モヤモヤとした思いを抱えて8月に駆け込んだのが、
当センターの秋田県よろず支援拠点。経営上のあらゆる
悩みに対応する、いわゆる“なんでも相談室”だ。「『何を
どうしたらいいのか分からない』とか『これから先、どう

自らの「好きなもの」で、
初めて経営に挑戦

ねこ絵本とねこ雑貨の店 かぎしっぽ

猫をモチーフにした雑貨の数々。
本棚には、猫が登場する絵本がずらり。
猫好きにはたまらない店が誕生した。

秋田県能代市向能代字上野165

TEL.0185-52-6413

営業時間／8:30～18:00

定 休 日／日曜

するべき？』。といった漠然とした質問だったにもかかわ
らず、いろいろ思いや悩みを聞いてくれた。話をするうち
に、店のコンセプトや本来やりたかったことが、どんどん
見えてきた」と振り返る。相談して不安が解消されたこと
で、さまざまなアイデアが湧き出した。その1つがイベン
トの開催だ。

店を猫の情報発信基地に
　よろず支援拠点のアドバイスのもと、企画、スケジュー
リングを練り上げた。そして12月に秋田拠点センターア
ルヴェで開催したのが、仙北市出身の落語家、柳家さん
若氏を招いての猫の噺の落語会。40人ほどの観客が集
まり、大いに盛り上がった。「開催日から逆算してどのよ
うな段取りで進めるか、情報発信はどうするかなど、細
かなアドバイスをもらい、すごく勉強になった。この経験
を生かして、今後も定期的にイベントを開催したい」
　店の集客も順調で、口コミやイベント経由で客が増え
ている。猫好きのみならず、猫好きへのプレゼントを探し
に来る人、猫を飼っていて“猫談義”をしに来る人など、理
由や目的はさまざまだ。佐藤さんは「買い物はもちろん、
猫関連のイベント情報だったり、猫談義だったり、猫の
話題で楽しめる情報発信基地にしたい」と店のこれから
を語る。

ねこ絵本とねこ雑貨の店
かぎしっぽ
秋田県秋田市濁川字菅場6-59
TEL.018-874-8361
営業時間／10:00～18:00
定 休 日／日曜・祝日
http://kagishippo.keytail.catfood.jp

設備貸与制度を利用して更新した機械で餡

を練る。熱伝導が良く、むらなく熱が入る銅

鍋が欠かせない。

兄である先代から店を継いだ鈴木博さん。「こ

れからは、販売促進にも力を入れたい」と語る。

センター活用事例
設 備 貸与制 度 あきた企業活性化センター／

設備貸与・応援ファンド担当（018-860-5702）まで。お問い合わせ

県内小規模企業者・中小企業者が導入を希望される機械設備を当センターが
購入し、割賦販売またはリースする制度です。 センター活用事例

秋田県よろず支援拠点 あきた企業活性化センター／
秋田県よろず支援拠点（018-860-5605）まで。お問い合わせ

秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、売上拡大、
経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応します。コーディネーター
を中心とする専門スタッフが適切な解決方法を提案します。

新しく導入した充填機で、冷え固まる前の羊羹を

パッケージに注ぎ入れる。
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